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地域循環共生圏及び地域脱炭素に関する
インキュベーション促進のための連携協定
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株式会社ジェイアール東日本企画の紹介



地域・社会の持つさまざまな課題に対して、JR東日本グループや協業パートナーと協力してjekiならではの解決策を

ご提案します。

多様な社会、地方・地域の課題に対して、これまでの培ってきたノウハウや実績を元に、解決へ導く最適なご提案、ソリューションを

ご提供していきます。

地方創生 / 地域活性化

地域経済
産業活性化

観光振興

移住定住
働き方改革
就労・雇用

調査・
マーケティング事業
BPO（事務局運営）

環境
エネルギー

行政広報
啓発・PR
表彰制度

空間プロデュース
列車ブランディング

イベント
コンベンション

DX推進
MaaS

地域ブランディング

まちづくり

ローカルイノベーション 農林水産関連 6次化支援 産直イベント

販路開拓

地域経済・産業活性化

中小企業支援

専門家派遣

商品開発

国内・海外販路開拓

ビジネスマッチング

アンテナショップ

国内観光振興

インバウンド

空間開発・
列車ブランディング 啓発・PR 表彰制度

DX推進

MaaS

キャッシュレス

スマートシティ 移住定住

地域コミュニティ形成

働き方改革

子育て支援

テレワーク・ワーケーション就労・雇用関連企業誘致

イベント・
コンベンション

調査・マーケティング

● 地方創生に関する社会課題テーマ例
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全国各地で、これまで実施してきたソーシャルビジネスの取り組み事例の一部をご紹介します。

ジェイアール東日本企画が持つ支店・支社・パートナー企業によるネットワークにより、全国各地で地域の皆様とともに、

地域に裨益する地方創生・地域活性化事業を展開しています。

東北エリア

北信越エリア

北海道エリア

関東エリア

その他エリア

■■ 北海道 ゴールデンカムイ事業

■ 北海道 地域偏在交通事業者プロモーション

■■ 北海道 国内誘客TEJプロモーション事業

■■ 北海道 インバウンド推進開発事業（石狩市）

■■■ 北海道 地域ブランド構築支援事業（砂川市）

■ 北海道 北海道の鉄道応援機運醸成事業

■：観光誘客系事業 ■：販路支援系事業 ■：人材育成・移住・雇用促進系事業
■：広報・ブランディング系事業 ■：その他

■ 新潟 公共施設等における花きの活用拡大支援事業

■ 新潟 公共施設等における花きの活用拡大支援事業

■ 新潟 県内公共交通の利用回復と需要喚起に係るキャンペーン業務委託

■ 富山 「MAKE TOYAMA STYLE」実践事例発信事業

■ 長野 リゾートテレワーク推進事業業務

■ 長野 R2年度創業支援・まるっとテレワーク整備推進業務（佐久市）

■ 信越広域信越自然郷デジタルマーケティング体制構築推進事業

■■ 福井 2020年度6次産業施設及び町産品等情報発信事業
■ 滋賀 滋賀県地場産品海外販路開拓支援事業
■ 愛知 あいちの豚肉消費拡大対策（親子料理教室）業務
■■ 愛知 いいともあいち農林水産物ブランド強化事業
■■ 愛知 日本遺産「有松」プロモーション業務
■ 京都 文化庁京都移転の機運を醸成するための広報及び運営業務
■ 京都 京ものアート市場開拓支援事業
■ 京都 若手芸術家支援事業企画運営業務（クラウドファンディング部分）
■ 京都 アート市場活性化事業

■■ 千葉 袖ヶ浦市シティプロモーション事業

■■ 茨城 笠間の栗プロモーション

■ 群馬 ググっとグンMaaS ステップ２実証実験

■ 栃木 栃木県農政部花きプロモーション業務

■■ 栃木 栃木県農産物首都圏PR業務

■ 青森 東青「半島と岬を活かす」誘客促進事業

■■ 宮城 宮城米米飯提供店誘客キャンペーン

■ 宮城 訪日外国人向け災害時運行情報発信事業

■ 宮城 子育て支援告知業務

■ 山形 インターネット等を活用した山形暮らし情報発信事業

■ 山形 やまがた結婚・子育てデザインコンテンツ作成事業

■ 東北広域
東京2020オリパラ以降の継続誘客を見据えた
消費者向けプロモーション事業

■ 東北広域復興ありがとうホストタウン連絡協議会でのSNS運用
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● 全国の地方創生 取り組み事例
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約30名の参加者と、引き続き創発の場づくりへ

日 時：2022年６月15日（水）
01プロジェクト関係者、プライベートオフィス会員ほか、約30名

・パネルトーク 「これからのxStation01に求めること」
北海道商工会議所連合会 福井氏
北海道新聞 山本様
北海道大学 滝田様

・交流会

「HOKKAIDO ×Station01 -Social Good Birth Hub-」は、2021年6月15日、北海道から、首都圏や全国、そして、海
外とつながるハブとしての地域事業支援のためのインキュベーション施設としてオープンしました。

地域創生における「人材育成」「観光振興」「販路開拓支援」等のノウハウと、全国で活躍する地域プロデューサーとのネットワー
クを活用して、北海道における地域課題の解決や新たなソーシャルビジネスの創出を目指し、日々取り組んでおります。

北海道の取り組み HOKKAIDO ×Station01 1周年

● 交流の創出のためのセミナー等

「北海道の酒アワード2021」
2021/11/4~7
［主催］北海道農政部
［協賛］北海道酒造組合

ホクレン農業協同組合連合会
［運営］ (株)メガ・コミュニケーションズ

「Sapporo mirAI nITe
（サッポロ ミライナイト）第2回」
2021/11/15
［主催］(一財)さっぽろ産業振興財団
[運営] 北海道コカ・コーラボトリング(株)

「北海道を拓こう」
北海道と東京を結ぶ「起業」の想い
2021/11/17
［主催］(株)ジェイアール東日本企画
[ゲスト] NPO法人北海道エンブリッジ 浜中裕之
氏、(株)CultureStudioTokyo 田中勝基氏

HOKKAIDOxStation01 
１周年記念イベント

●
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● エコシステムの取組 地域包括連携協定の一例

１．行政（自治体）・民間（jeki）が互いに補い合いながら進んでいく、官民連携ソーシャルイノベーション
２．「場」の整備と「人」の育成による、ローカルイノベーションの創出・推進
３．地域創生の経験と豊富な解決メニューを活かして、自治体と協働しながら持続可能な地域社会の構築

北海道赤井川村
（2022.5.31締結）

•廃校利活用運営支援
（インキュベーション施設）

•ローカルプレーヤー発掘育成
•地域産業活性化支援

秋田県にかほ市

（2021.3.23締結）
•廃校利活用運営支援
（インキュベーション施設）

•地域プレーヤーの発掘育成
•空き家対策・短期滞在施設の運営支援
•移住定住支援 ・ふるさと納税支援

福島県田村市

（2018.3.21締結）

•廃校利活用運営支援
（学童・教育施設）

•教育サービス開発展開
•ローカルプレーヤー発掘育成

群馬県みなかみ町

（2020.3.18締結）

長野県佐久市
（2019.3.27締結）

•産業交流施設の指定管理運営
•ローカルプレーヤー発掘育成
•企業誘致、オープンイノベーション
•地域コミュニティの再構築
•地域資源を活用した商品開発 6



ファンづくり

Saku Saku Sakk 行き交い模索する場の創出

Sakk Coworkation Sakk Porano ローカル複業化
地域の課題をマイクロビジネス化

佐久市が指定管理をしていたことは情報センターの施設
として利用者を集めていた。
しかしJEKIが運営を実施し、模索し続ける人が出会い、
気づきや協業が起こる場としてのコワーキングとしてイ
ノベーション。
地域課題をマイクロビジネス化し分かち合うことで課題
解決はもちろん、自らセーフティネットを構築地域事業
の創出、まちづくり事業、女性活躍推進などを地域自治
体と連携しながらプロデュース、伴走支援を行った

利用者増 新たなファンづくり

● インキュベーションの取り組み 長野県佐久市

アウトドアコワーキングの運営 地域×アートによる
プレイスメイキング

地域プレーヤーの活躍ステージ 創発型のビジネス創出

プロジェクト 自主事業

地域プレーヤーの活躍
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連携協定のご紹介



環境×地方創生の

01 連携協定の目的

脱炭素・自然共生・循環型社会の構築を目指す「地域循環共生圏」及び

2050年カーボンニュートラル宣言の実現に向け、「道内」及び「道内と道

外」における人々のパートナーシップの形成を促すために地方創生インキュ

ベーション施設「HOKKAIDO×Station01」を拠点と位置付け、地域循環

共生圏及び地域脱炭素を支える様々な事業のインキュベーション（新たな価

値を創造する取組み）を促進する。

『よりどころ』創出へ
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02 連携事項

（１）関係主体のパートナーシップ形成のための場作りに関する事項

（２）地域循環共生圏（ローカルSDGs）ビジネス推進に資する事項

（３）地域課題の解決に資する事項

（４）「ゼロカーボン北海道」実現のための各種施策に関する事項

（５）啓発活動・情報発信等での協力に関する事項
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03 地域循環共生圏のコンセプト

環境×経済×社会の課題の同時解決を目指す
～地域でのSDGsの実践（ローカルSDGs）～

⚫ 各地域がその特性（課題・ニーズ）に応じ、地域資源を活かし、自立・

分散型の社会を形成しつつ、近隣地域と補完し、支え合うことで創造。

⚫ 環境・社会・経済の統合的課題解決により脱炭素とSDGsが実現した、

魅力あふれる地域社会像。

地域課題
ニーズ

地域資源
固有価値

相互連携
パートナー
シップ

新たな
価値創造

地域経済循環
地域ビジネス促進
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「地域課題」「地域資源」の投げ込み先が多数存在

「新たな価値創造」の“スピード感”や“可能性”の逸失

04 パートナーシップ形成の課題
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効果的なパートナーシップ形成支援を実現

官民連携により 『よりどころ化』・『繋ぎ・コーディネート』が可能

「地域課題」「地域資源」の投げ込み先
『よりどころ』が決まる

05 官民連携によるパートナーシップ形成支援の必要性
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“地域”と“人”を繋ぐ

“人”と“人”を繋ぐ

“ネットワーク”で繋ぐ

06 HOKKAIDO × Station 01 の機能の活用
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07 光合成をイメージした『エコシステム』の確立へ
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07 光合成をイメージした『エコシステム』の確立へ
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07 光合成をイメージした『エコシステム』の確立へ

2者の役割は…
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